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研究成果の概要（和文）：高等教育機関におけるラーニングアナリティクスを現実化するために，e-Learningな
どの利用記録だけでなく，無線LANなどの利用記録を利用者情報とともに分析することにより，高等教育機関に
おける活動に関する体系的な情報を取得することを可能とする基盤を構築することを試みた．神戸大学の全学無
線LANシステムの利用記録と，利用者情報(所属学部，入学年度)を組み合わせて分析することにより，大学にお
ける学生の学習行動をある程度分析できることを確認した．

研究成果の概要（英文）：This research deals with a learning analytics by using logging information 
of campus Wifi system. By using  the logging information includes operation time, attributes of user
(faculties, grade), we  analyzed the learning behavior of students in the university. 

研究分野：情報システム工学
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様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景

高等教育機関における情報基盤は着実に整備

が進んでいる．統合認証システムが普及し，各種

ポータル，電子メール，メーリングリスト，認証付き

の無 線 LANサービスなどが , 統合された

アカウントを用いて利用できるようになってきて

おり，高等教育機関における教育活動に必要不

可欠なものになっている．これらの情報基盤の展

開にあたっては，ユーザサポート，セキュリティ ,

あるいは利用状況の統計情報取得を目的として

操作ログが収集され，一定期間蓄積されている．

これらの情基盤上のサービスの利用は，高等教

育機関における教育・研究活動の中で行われた

ものであり，その操作記録は，教育・研究活動を

反映したものとなっていると考えられるため，高

等教育機関における様々なアナリティクスに利用

可能であることが期待できる．

収集したデータから意味のある情報を導出する

ためには , 学習過程のかなりの部分をカバー

する情報が体系的に収集されている必要がある

と考えられる．ところが，現時点の日本における高

等等教育機関において， MOOCS のように

LA に適した情報を収集可能な e-Learning を

展開可能な状況は限られるのが現状である．

２．研究の目的

本研究では，ラーニングアナリティクスなどの高

等教育機関において期待されている様々な分析

( アナリティクス ) を実現するために，情報基

盤において生成・蓄積されている操作記録 ( ロ

グ ) 情報と , e-Learning システム等の高等

教育機関における教育研究サービスを提供する

ための情報システにおける利用記録を , 情報

基盤における認証情報やデバイスの識別情報な

どを用いて組み合わせる . これにより , 部分

的な操作記録を各利用者毎に補完し，高等教育

機関における活動に関する体系的な情報を取得

するための基盤を構築することを試みる．

  

３．研究の方法

本研究の実施において，収集・利用可能な情

報基盤における操作記録の検討およびそれら

の操作記録からアナリティクスに必要な情報

が導出可能なのかを明らかにして統合するこ

とが必要となる．また，アナリティクスの実行に

おいては対象と対象となる利用者の行動モデ

ルを想定することが必要となるため，本研究

は , 

1. 情報基盤における操作記録の調査・利

用可能性検討 , 

2. 事例とするアナリティクスの選定 , 

3. 認証情報を用いた情報統合プログラム

開発 , 

4. 事例に関するアナリティクスの実施及び

評価 , 

5. 高等教育機関において想定される様々

な場面におけるアナリティクス , を想定し，分

析実施のためのテンプレートの開発 , とい

う手順で実施した．

４．研究成果

全学無線 LAN システムを導入し， 201

年 3 月時点まで順調に稼働している．導入当

初 , 無線 LAN アクセスポイント ( 以下ア

クセスポイント ) は全学の教室，主な会議室

等に約 200台導入したが，徐々に追加導入し，

2017 年 3 月時点で無線アクセスポイント

約400台が稼働中である．全学無線 LAN

システムの利用者も年々増加し， 2015 年に

は割当て IPアドレスの大幅な増加が必要な

状況となった．

（接続ユーザ数 )



( 接続デバイス数 )

また，無線 LAN コントローラの管理機能も向

上し，単なる接続時刻・時間を中心とした利用状

況だけでなく，接続機器やオペレーティングシス

テム ( 以下 OS) に関する情報も収集可能にな

ってきている．

2010 年以降，スマートフォンを所持している学

生の割合が増加していると言われている . 

前述のように，スマートフォンは，バックグラウンド

で様々な通信を行っており，利用者が操作するし

ないにかかわらず通信が発生する．また多くの場

合，

一度接続したことがある無線 LAN の SSID

には自動的に接続される．以上の状況から，全学

無線 LAN の接続状況は , 利用者の行動を

一定範囲で反映しているものと推定される．　神

戸大学の各学部における学部生の利用者を定

員の 4倍で割った比率の推移を計算したところ，

2016 年末から 2017 年 1 月においては，す

べての学部で 80%から 90%となっているこ

とが分かる．これにより，少なくとも学部生にお

い て は 全 学 無 線 LAN の接続状 況 は ，

2016 年度には 8割， 2015 年度には 6

割程度の学生の状況を反映しているものと推

察できることが判明した . 

神戸大学における自習施設の利用状況を無

線 LAN の利用状況を調査することにより推

測できるかに関する検証を実施した．ある程度

利用状況が把握できている数カ所において，

無線 LAN の利用状況による推定と合致す

るかを検証した結果，利用者の絶対数の評価

には補足の情報が必要であるが，利用傾向に

ついては十分に実情を反映していることが判

明した．

　更に，すべてのアクセスポイントにおける ,

社会系学部 1,社会系学部 2, 人文系学部

1, 人文系学部 2, 理系学部 1, 理系学

部 2 の 2016 年 10 月における学生の利

用状況を示す . 

2016 年 10 月前後の利用率は 80 ％を超

えているため学生の動向を反映している度合い

は高いと推定できる．

　各学部においては , 社会系学部 2 におけ

る大学院生の占める率の高さが特徴的である．

社会系学部 2 には，資格取得を主たる目的とし

た専門職大学院が設置されており，多くの大学

院生が大学内で学習していることが推定できる．

また，実験や実習が少ない人文系学部 1 にお



ける深夜・早朝における利用が , 理系学部 2

と同等にあることなどが特徴的な点としてあげら

れるが，理由は不明である．これ以上の調査には，

学生 ID のより詳しい属性 ( 所属ゼミ等 ) が

必要となる . 報告書執筆時点で属性利用の

許可が大学から得られていないため実施してい

ない．

　今後は，次期ネットワーク更新に向けて無線

LAN システムの仕様を再検討するともに，無

線 LAN の利用状況を大学の活動の把握・分

析のためのデータソースとして利用することを検

討していく必要がある．また， 2017 年時点で利

用している無線コントローラは，各接続デバイス

が利用している通信アプリケーションを解析して

収集する機能を持っている．これらの情報を用い

ることにより，より詳細な学内における学習活動

の分析が可能になると考えられる．
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